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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信においてバッファステータスレポート（ＢＳＲ）を通信するための方法
であって、
　デバイスにおいて、前記デバイスから１つまたは複数の他のデバイスに通信するための
、前記デバイスのバッファに記憶された複数のデバイス・ツー・デバイス（Ｄ２Ｄ）メッ
セージの各々のサイズを示すＢＳＲを生成することと、
　前記複数のＤ２Ｄメッセージのうちの１つまたは複数を前記１つまたは複数の他のデバ
イスに通信するためのそれぞれのＤ２Ｄリソースを要求するために前記ＢＳＲを基地局に
送信することと
　を備え、
　前記ＢＳＲは、前記デバイスの前記バッファに記憶された前記複数のＤ２Ｄメッセージ
の各々についてのメッセージタイプを含み、
　前記ＢＳＲは、前記ＢＳＲにおいて論理チャネルグループ識別子を指定することに少な
くとも基づいて前記メッセージタイプを示す
　方法。
【請求項２】
　前記ＢＳＲは、前記デバイスの前記バッファに記憶された前記複数のＤ２Ｄメッセージ
の数を示すインジケーションを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　複数のメッセージタイプへの複数の論理チャネルグループ識別子のマッピングを受信す
ることと、
　前記ＢＳＲにおいて示すための、前記マッピングにおける前記メッセージタイプに対応
する前記論理チャネルグループ識別子を前記複数の論理チャネルグループ識別子から選択
することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記マッピングを受信することは、前記デバイスに記憶された構成から前記マッピング
を取得すること、または、前記基地局から前記マッピングを受信することのうちの少なく
とも１つを備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記デバイスから前記基地局に前記マッピングを送信することをさらに備える、請求項
３に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＢＳＲは、前記複数のＤ２Ｄメッセージの各々についてのターゲットレンジ、ター
ゲット伝送電力、ターゲット優先度、またはターゲットレイテンシのうちの少なくとも１
つを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記バッファ中の前記複数のＤ２Ｄメッセージの各々の前記サイズを示す前記ＢＳＲは
、前記バッファ中の前記メッセージの各々に関する優先度を示し、ここで、最も高い優先
度を有する前記メッセージの前記サイズが、前記ＢＳＲにおいて最初にリストされる、請
求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記複数のＤ２Ｄメッセージのうちの前記１つまたは複数を前記１つまたは複数の他の
デバイスに通信するためのリソース割振りを前記基地局から受信することをさらに備え、
ここにおいて、前記リソース割振りは、前記ＢＳＲに少なくとも基づく、請求項１に記載
の方法。
【請求項９】
　前記複数のＤ２Ｄメッセージのうちの前記１つまたは複数を前記１つまたは複数の他の
デバイスに通信することは、前記リソース割振りに基づいて、前記複数のＤ２Ｄメッセー
ジのうちの前記１つまたは複数を、サイドリンク通信を使用してユーザ機器（ＵＥ）また
はアップリンク通信を使用して前記基地局のうちの少なくとも１つに送信することを備え
る、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　ワイヤレス通信においてバッファステータスレポート（ＢＳＲ）を通信するための装置
であって、
　バッファに記憶された複数のデバイス・ツー・デバイス（Ｄ２Ｄ）メッセージのうちの
１つまたは複数を１つまたは複数のデバイスに通信するための、前記複数のＤ２Ｄメッセ
ージの各々のサイズを示すＢＳＲを生成するための手段と、
　前記複数のＤ２Ｄメッセージのうちの前記１つまたは複数を前記１つまたは複数のデバ
イスに通信するためのそれぞれのＤ２Ｄリソースを要求するために前記ＢＳＲを基地局に
送信するための手段と
　を備え、
　前記ＢＳＲは、前記バッファに記憶された前記複数のＤ２Ｄメッセージの各々について
のメッセージタイプを含み、
　前記ＢＳＲは、前記ＢＳＲにおいて論理チャネルグループ識別子を指定することに少な
くとも基づいて前記メッセージタイプを示す
　装置。
【請求項１１】
　前記ＢＳＲは、前記バッファに記憶された前記複数のＤ２Ｄメッセージの数を示すイン
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ジケーションを含む、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　ワイヤレス通信においてバッファステータスレポート（ＢＳＲ）を通信するためのコン
ピュータ実行可能なコードを記憶したコンピュータ読取可能な媒体であって、前記コード
は、
　デバイスにおいて、前記デバイスから１つまたは複数の他のデバイスに通信するための
、前記デバイスのバッファに記憶された複数のデバイス・ツー・デバイス（Ｄ２Ｄ）メッ
セージの各々のサイズを示すＢＳＲを生成するためのコードと、
　前記複数のＤ２Ｄメッセージのうちの１つまたは複数を前記１つまたは複数の他のデバ
イスに通信するためのそれぞれのＤ２Ｄリソースを要求するために前記ＢＳＲを基地局に
送信するためのコードと
　を備え、
　前記ＢＳＲは、前記バッファに記憶された前記複数のＤ２Ｄメッセージの各々について
のメッセージタイプを含み、
　前記ＢＳＲは、前記ＢＳＲにおいて論理チャネルグループ識別子を指定することに少な
くとも基づいて前記メッセージタイプを示す
　コンピュータ読取可能な媒体。
【発明の詳細な説明】
【米国特許法第１１９条に基づく優先権の主張】
【０００１】
　[0001]本願は、２０１６年６月２９日に出願された「TECHNIQUES FOR REPORTING BUFFE
R STATUS IN WIRELESS COMMUNICATIONS」と題する非仮出願第１５／１９７，４７７号お
よび２０１５年７月２日に出願された「TECHNIQUES FOR REPORTING BUFFER STATUS IN WI
RELESS COMMUNICATIONS」と題する仮出願第６２／１８８，２２５号への優先権を主張し
、それらは、それらの譲受人に譲渡され、これによって、すべての目的で参照により本明
細書に明確に組み込まれる。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]一般に通信システムに関し、より具体的には、ワイヤレス通信においてバッファ
ステータスを示すことに関する態様が本明細書で説明される。
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、電話通信、ビデオ、データ、メッセージング、およ
びブロードキャストといった様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されてい
る。典型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯域
幅、伝送電力）を共有することで複数のユーザとの通信をサポートすることができる多元
接続技術を用い得る。このような多元接続技術の例には、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）
システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）シス
テム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、単一キャリア周波数分割多元接
続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ
）システムが含まれる。
【０００４】
　[0004]これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さら
には地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを提供するために、様々な電気
通信規格に採用されている。電気通信規格の一例は、ロングタームエボリューション（Ｌ
ＴＥ（登録商標））である。ＬＴＥは、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰ
Ｐ（登録商標））によって公表されたユニバーサルモバイル電気通信システム（ＵＭＴＳ
）モバイル規格の強化のセットである。ＬＴＥの発展には、通信リソースをスケジューリ
ングするための基地局の支援を得てまたは支援なしに、車両ベースのユーザ機器（ＵＥ）
がネットワーク内の他のＵＥと直接通信することができる車車間（Ｖ２Ｖ）、歩車間（Ｖ
２Ｐ）、路車間（Ｖ２Ｉ）、等の通信（本明細書では、総称して「Ｖ２Ｘ」と呼ぶ）が含
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まれる。たとえば、車両ベースのＵＥは、衝突警告を示すために、ＬＴＥによって通信リ
ソースを通して互いにメッセージを直接通信することができ、これは、車両において特定
の動作を引き起こすことができる。他の例では、車両ベースのＵＥは、周期的ステータス
レポートをインフラストラクチャに直接通信することができ、これは、他のネットワーク
エンティティ、等にレポートされることができる。
【０００５】
　[0005]追加的に、ＬＴＥでは、ＵＥは現在、ワイヤレスネットワークにおいて通信する
ためのリソースの割振りを基地局から受信することを容易にするために、バッファステー
タスレポート（ＢＳＲ）を基地局に通信する。ＢＳＲは典型的に、ワイヤレスネットワー
クにおいて送信されることとなるデータによって占有されている、ＵＥにおけるバッファ
中のバイト数を示す。基地局は、基地局とデータを通信することを容易にするために、デ
バイスに許可するためのリソース割振りを決定する際にそのバイト数を利用する。バッフ
ァ中のバイト数を示すためにＬＴＥにおいて現在使用されているＢＳＲのフォーマットは
、Ｖ２Ｘ通信の場合、リソースを割り振るのに有益ではないであろう。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]以下に、１つまたは複数の態様の基本的な理解を提供するために、そのような態
様の簡略化された概要を提示する。この概要は、意図されるすべての態様の広範な概観で
はなく、すべての態様の主要または重要な要素を特定するようにも、任意またはすべての
態様の範囲を定めるようにも意図されない。その唯一の目的は、後に提示されるより詳細
な説明への前置きとして、簡略化された形式で１つまたは複数の態様のいくつかの概念を
提示することである。
【０００７】
　[0007]ある例によれば、ワイヤレス通信においてバッファステータスレポート（ＢＳＲ
）を通信するための方法が提供される。方法は、デバイスにおいて、デバイスから１つま
たは複数の他のデバイスに通信するための、デバイスのバッファに記憶された複数のメッ
セージの各々のサイズを示すＢＳＲを生成することと、複数のメッセージのうちの１つま
たは複数を１つまたは複数の他のデバイスに通信するためのリソースを要求するためにＢ
ＳＲを基地局に送信することとを含む。
【０００８】
　[0008]別の例では、ワイヤレス通信においてＢＳＲを通信するための装置が提供される
。装置は、トランシーバと、このトランシーバを介して送信するための１つまたは複数の
メッセージを含むバッファを記憶するように構成されたメモリと、トランシーバおよびメ
モリと通信可能に結合された少なくとも１つのプロセッサとを含む。少なくとも１つのプ
ロセッサは、バッファに記憶された複数のメッセージのうちの１つまたは複数を１つまた
は複数のデバイスに通信するための、複数のメッセージの各々のサイズを示すＢＳＲを生
成することと、複数のメッセージのうちの１つまたは複数を１つまたは複数のデバイスに
通信するためのリソースを要求するためにＢＳＲを基地局に送信することとを行うように
構成される。
【０００９】
　[0009]さらに別の例では、ワイヤレス通信においてＢＳＲを通信するための装置が提供
される。装置は、バッファに記憶された複数のメッセージのうちの１つまたは複数を１つ
または複数のデバイスに通信するための、複数のメッセージの各々のサイズを示すＢＳＲ
を生成するための手段と、複数のメッセージのうちの１つまたは複数を１つまたは複数の
デバイスに通信するためのリソースを要求するためにＢＳＲを基地局に送信するための手
段とを含む。
【００１０】
　[0010]さらなる例では、ワイヤレス通信においてＢＳＲを通信するためのコンピュータ
実行可能なコードを記憶したコンピュータ読取可能な媒体が提供される。コードは、デバ
イスにおいて、デバイスから１つまたは複数の他のデバイスに通信するための、デバイス
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のバッファに記憶された複数のメッセージの各々のサイズを示すＢＳＲを生成するための
コードと、複数のメッセージのうちの１つまたは複数を１つまたは複数の他のデバイスに
通信するためのリソースを要求するためにＢＳＲを基地局に送信するためのコードとを含
む。
【００１１】
　[0011]別の態様によれば、ワイヤレス通信においてＢＳＲを通信するための方法が提供
される。方法は、基地局において、デバイスからＢＳＲを受信することを含み、ここにお
いて、ＢＳＲは、デバイスから１つまたは複数の他のデバイスに通信するための、デバイ
スのバッファに記憶された複数のメッセージの各々のサイズを示す。方法また、複数のメ
ッセージのうちの少なくとも１つを１つまたは複数の他のデバイスに通信することを容易
にするための、デバイスに対するリソースの割振りを、ＢＳＲにおいて示されるような複
数のメッセージのうちの少なくとも１つのサイズに少なくとも部分的に基づいて決定する
ことと、デバイスにリソースの割振りを示すインジケーションを送信することとを含む。
【００１２】
　[0012]別の例では、ワイヤレス通信においてＢＳＲを通信するための装置が提供される
。装置は、トランシーバと、このトランシーバを介して送信するための１つまたは複数の
メッセージを含むバッファを記憶するように構成されたメモリと、トランシーバおよびメ
モリと通信可能に結合された少なくとも１つのプロセッサとを含む。少なくとも１つのプ
ロセッサは、デバイスからＢＳＲを受信するように構成され、ここにおいて、ＢＳＲは、
デバイスから１つまたは複数の他のデバイスに通信するための、デバイスのバッファに記
憶された複数のメッセージの各々のサイズを示す。少なくとも１つのプロセッサは、複数
のメッセージのうちの少なくとも１つを１つまたは複数の他のデバイスに通信することを
容易にするための、デバイスに対するリソースの割振りを、ＢＳＲにおいて示されるよう
な複数のメッセージのうちの少なくとも１つのサイズに少なくとも部分的に基づいて決定
することと、デバイスにリソースの割振りを示すインジケーションを送信することとを行
うようにさらに構成される。
【００１３】
　[0013]さらに別の例では、ワイヤレス通信においてＢＳＲを通信するための装置が提供
される。装置は、デバイスからＢＳＲを受信するための手段を含み、ここにおいて、ＢＳ
Ｒは、デバイスから１つまたは複数の他のデバイスに通信するための、デバイスのバッフ
ァに記憶された複数のメッセージの各々のサイズを示す。装置は、複数のメッセージのう
ちの少なくとも１つを１つまたは複数の他のデバイスに通信することを容易にするための
、デバイスに対するリソースの割振りを、ＢＳＲにおいて示されるような複数のメッセー
ジのうちの少なくとも１つのサイズに少なくとも部分的に基づいて決定するための手段と
、デバイスにリソースの割振りを示すインジケーションを送信するための手段とをさらに
含む。
【００１４】
　[0014]さらなる態様では、ワイヤレス通信においてＢＳＲを通信するためのコンピュー
タ実行可能なコードを記憶したコンピュータ読取可能な媒体が提供される。コードは、基
地局において、デバイスからＢＳＲを受信するためのコードを含み、ここにおいて、ＢＳ
Ｒは、デバイスから１つまたは複数の他のデバイスに通信するための、デバイスのバッフ
ァに記憶された複数のメッセージの各々のサイズを示す。コードは、複数のメッセージの
うちの少なくとも１つを１つまたは複数の他のデバイスに通信することを容易にするため
の、デバイスに対するリソースの割振りを、ＢＳＲにおいて示されるような複数のメッセ
ージのうちの少なくとも１つのサイズに少なくとも部分的に基づいて決定するためのコー
ドと、デバイスにリソースの割振りを示すインジケーションを送信するためのコードとを
さらに含む。
【００１５】
　[0015]前述した目的および関連する目的の達成のために、１つまたは複数の態様は、以
下に十分に説明され、かつ、特許請求の範囲において具体的に示される特徴を備える。以
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下の説明および添付の図面は、１つまたは複数の態様の実例となる特定の特徴を詳細に示
す。しかしながら、これらの特徴は、様々な態様の原理が用いられ得る様々な方法のうち
のほんの一部を示し、この説明は、すべてのこのような態様およびそれらの等価物を含む
よう意図される。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】[0016]図１は、本明細書で説明される態様に係る、電気通信システムの例を概念
的に例示するブロック図を示す。
【図２】[0017]図２は、アクセスネットワークの例を例示する図である。
【図３】[0018]図３は、アクセスネットワークにおける発展型ノードＢおよびユーザ機器
の例を例示する図である。
【図４】[0019]図４は、本明細書で説明される態様に係る、バッファステータスレポート
（ＢＳＲ）を通信するための例となるシステムを例示する図である。
【図５】[0020]図５は、本明細書で説明される態様に係る、ＢＳＲを送信するための例と
なる方法のフローチャートである。
【図６】[0021]図６は、本明細書で説明される態様に係る、ＢＳＲに基づいてリソース割
振りを通信するための例となる方法のフローチャートである。
【発明の詳細な説明】
【００１７】
　[0022]添付の図面に関連して以下に示される詳細な説明は、様々な構成の説明を意図と
しており、本明細書で説明される概念が実践され得る唯一の構成を表すように意図したも
のではない。詳細な説明は、様々な概念の完全な理解を提供するために特定の詳細を含む
。しかしながら、これらの概念がこれらの特定の詳細なしに実践され得ることは、当業者
に明らかであろう。いくつかの事例では、そのような概念を曖昧にしないために、周知の
構成要素はブロック図の形式で示される。
【００１８】
　[0023]電気通信システムのいくつかの態様が、これより、様々な装置および方法に関連
して提示されるであろう。これらの装置および方法は、以下の詳細な説明で説明され、様
々なブロック、モジュール、構成要素、回路、ステップ、プロセス、アルゴリズム、等（
総称して「要素」と呼ばれる）によって添付の図面で例示されるであろう。これらの要素
は、電子ハードウェア、コンピュータソフトウェア、またはそれらの任意の組み合わせを
使用して実施され得る。そのような要素がハードウェアとして実施されるかソフトウェア
として実施されるかは、特定の用途およびシステム全体に課される設計制約に依存する。
【００１９】
　[0024]例として、１つの要素、または１つの要素の任意の部分、あるいは複数の要素の
任意の組み合わせが、１つまたは複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実施
され得る。プロセッサの例には、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル
シグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、
プログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、ステートマシン、ゲート論理、ディスクリート
ハードウェア回路、および本開示全体を通じて説明される様々な機能性を実行するように
構成された他の適切なハードウェアが含まれる。処理システム内の１つまたは複数のプロ
セッサはソフトウェアを実行し得る。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、
ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述言語と呼ばれても、それ以外の名称で
呼ばれても、命令、命令のセット、コード、コードセグメント、プログラムコード、プロ
グラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケーション、ソフトウェアア
プリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オブジェクト、実
行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数、等を意味すると広く解釈されるものと
する。
【００２０】
　[0025]したがって、１つまたは複数の態様では、説明される機能は、ハードウェア、ソ
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フトウェア、ファームウェア、またはこれらの任意の組み合わせにより実施され得る。ソ
フトウェアにより実施される場合、これらの機能は、コンピュータ読取可能な媒体上の１
つまたは複数の命令またはコードとして記憶または符号化され得る。コンピュータ読取可
能な媒体はコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによりアクセスされ
ることができる任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、このようなコ
ンピュータ読取可能な媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯ
Ｍまたは他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶デバイス、
あるいは、データ構造または命令の形式で所望のプログラムコードを搬送または記憶する
ために使用可能であり、かつ、コンピュータによってアクセス可能な任意の他の媒体を備
えることができる。本明細書で使用される場合、ディスク（disk）およびディスク（disc
）は、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）、光ディスク、デジ
タル多用途ディスク（ＤＶＤ）、およびフロッピー（登録商標）ディスクを含み、ここで
、ディスク（disk）は、通常磁気的にデータを再生し、ディスク（disc）は、レーザーを
用いて光学的にデータを再生する。上記の組み合わせもまた、コンピュータ読取可能な媒
体の範囲内に含まれるべきである。
【００２１】
　[0026]車車間（Ｖ２Ｖ）、歩車間（Ｖ２Ｐ）、路車間（Ｖ２Ｉ）、等の通信（本明細書
では、総称して「Ｖ２Ｘ」と呼ばれる）におけるデバイスについてのバッファステータス
を示すことに関する様々な態様が本明細書で説明される。Ｖ２Ｘ通信では、ある時間期間
にわたって単一の通信でメッセージ全体が送信および受信されることを確実にするために
各メッセージが別々に送信されることが重要であり得る。これは、衝突警告をレポートす
るためのメッセージのようないくつかのメッセージのクリティカリティ（criticality）
または重要性によるものであり得る。このように、車両ベースのユーザ機器（ＵＥ）は、
車両ベースのＵＥによってワイヤレスネットワークにおいて通信されることとなるメッセ
ージ（たとえば、車両ベースのＵＥにおける１つまたは複数のバッファ中のメッセージ）
の追加の詳細を指定することができるバッファステータスレポート（ＢＳＲ）を生成する
ことができる。たとえば、車両ベースのＵＥは、ワイヤレスネットワークにおいて１つま
たは複数のデバイスに通信するための、バッファに記憶された複数のメッセージの各々に
ついてのメッセージサイズを示すＢＳＲを生成することができる。たとえば、ＢＳＲは、
この点において、バッファ中の各々の（または、少なくとも１つのまたはそれより多くの
）メッセージに対応するメッセージサイズのリストを指定することができる。リソースを
ＵＥに割り振る基地局は、ある時間期間にわたって単一の通信でバッファからメッセージ
のうちの１つまたは複数を、各々そっくりそのまま、送信することを容易にするために、
メッセージのうちの１つまたは複数のサイズに基づいて相応に（accordingly）リソース
を割り振ることができる。
【００２２】
　[0027]さらに、たとえば、ＢＳＲは、バッファ中のメッセージの数を示し得る（たとえ
ば、明示的なインジケーションとしておよび／またはＢＳＲ中のメッセージサイズの数に
基づいて）。ＢＳＲはまた、バッファ中のメッセージのうちの１つまたは複数のメッセー
ジタイプを示し得る。基地局は、メッセージのためにリソースを割り振るための優先度の
ようなメッセージタイプおよび／または同様のものに基づいて、リソースを割り振るため
の追加のパラメータを決定し得る。ＢＳＲは、追加的に、１つまたは複数のメッセージに
ついての、ターゲットレンジ、ターゲット伝送電力、ターゲット優先度、ターゲットレイ
テンシ、等を示し得、これらは、車両ベースのＵＥに対するリソース割振りを決定する際
に基地局が利用することができる。ある例では、メッセージは、Ｖ２Ｘ通信で通信される
アプリケーションレイヤメッセージに関し得、ＢＳＲは、メッセージサイズ、メッセージ
の数、メッセージタイプ、等のアプリケーションレイヤ情報がＭＡＣレイヤ通信を介して
ＵＥと基地局との間で通信されるように、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤ通信の一部
であり得る。
【００２３】
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　[0028]Ｖ２Ｘ通信の観点で説明されるが、単一通信で個別のメッセージのうちの１つま
たは複数を通信するための、基地局または他のネットワークエンティティによるより正確
なリソース割振りのためにメッセージに関する追加情報を提供することを容易にするため
、ＢＳＲにおいてメッセージサイズを示すことに関連して以下で説明される概念が、実質
的に任意のタイプのメッセージベースの通信に適用され得ることは認識されるべきである
。
【００２４】
　[0029]図１に関して、図は、本明細書で説明される態様に係る、ワイヤレス通信システ
ム１００の例を例示する。ワイヤレス通信システム１００は、複数の基地局（たとえば、
ｅＮＢ、ＷＬＡＮアクセスポイント、または他のアクセスポイント）１０５、多数のユー
ザ機器（ＵＥ）１１５、およびコアネットワーク１３０を含む。１つまたは複数のＵＥ１
１５は、１つまたは複数のＵＥ１１５へのリソースの割振りを容易にするために、少なく
とも、メッセージの数および／またはメッセージのサイズを示す、１つまたは複数のバッ
ファのバッファステータスを示すインジケーション（たとえば、ＢＳＲ）を生成するよう
に構成された通信構成要素３６１（たとえば、図４参照）を含み得る。同様に、１つまた
は複数の基地局１０５は、１つまたは複数のＵＥ１１５から１つまたは複数のバッファの
バッファステータスを示すインジケーション（たとえば、ＢＳＲ）を受信し、メッセージ
のうちの１つまたは複数を送信するためのリソースを、このＢＳＲにおいて示されるメッ
セージのサイズに少なくとも部分的に基づいて相応にスケジューリングするように構成さ
れたスケジューリング構成要素３０２（たとえば、図４参照）を含み得る。
【００２５】
　[0030]たとえば、ＵＥ１１５は、（たとえば、デバイス・ツー・デバイス通信に対して
定義されたＬＴＥ無線アクセス技術に基づいて）Ｖ２Ｘ通信を使用して通信する車両ベー
スのＵＥを含み得る。したがって、たとえば、ＵＥ１１５は、ダイレクトメッセージベー
スの通信を使用して（たとえば、リソースをスケジューリングするための基地局１０５の
支援を得てまたは支援なしに）互いに通信し得る。ある例では、通信構成要素３６１は、
ＢＳＲを、このＢＳＲに基づいてリソースをネゴシエートするための通信構成要素３６１
を同じく含む１つまたは複数のＵＥ１１５にレポートし得る。基地局１０５のうちのいく
つかは、様々な例においてコアネットワーク１３０または特定の基地局１０５（たとえば
、ｅＮＢ）の一部であり得る基地局コントローラ（図示されない）の制御下でＵＥ１１５
と通信し得る。基地局１０５は、バックホールリンク１３２を通じてコアネットワーク１
３０と制御情報および／またはユーザデータを通信し得る。複数の例では、基地局１０５
は、直接的または間接的のいずれかで、ワイヤードまたはワイヤレス通信リンクであり得
るバックホールリンク１３４を通して互いに通信し得る。ワイヤレス通信システム１００
は、複数のキャリア（異なる周波数の波形信号）上の動作をサポートし得る。マルチキャ
リア送信機は、複数のキャリア上で変調信号を同時に送信することができる。たとえば、
通信リンク１２５の各々は、上で説明した様々な無線技術にしたがって変調されたマルチ
キャリア信号であり得る。各変調信号は、異なるキャリア上で送られ得、制御情報（たと
えば、基準信号、制御チャネル、等）、オーバヘッド情報、データ等を搬送し得る。
【００２６】
　[0031]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイヤ
レスに通信し得る。基地局１０５サイトの各々は、それぞれのカバレッジエリア１１０に
対して通信カバレッジを提供し得る。いくつかの例では、基地局１０５は、トランシーバ
基地局、無線基地局、無線トランシーバ、基本サービスセット（ＢＳＳ）、拡張サービス
セット（ＥＳＳ）、ノードＢ、ｅノードＢ、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、または
何らかの他の適切な専門用語で呼ばれ得る。基地局のためのカバレッジエリア１１０は、
カバレッジエリアの一部だけを構成するセクタ（図示せず）に分割され得る。ワイヤレス
通信システム１００は、異なるタイプの基地局１０５（たとえば、マクロ、マイクロ、お
よび／またはピコ基地局）を含み得る。基地局１０５はまた、セルラおよび／またはＷＬ
ＡＮ無線アクセス技術（ＲＡＴ）のような、異なる無線技術を利用し得る。基地局１０５
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は、同じまたは異なるアクセスネットワークあるいはオペレータ展開に関連付けられ得る
。同じまたは異なるタイプの基地局１０５のカバレッジエリアを含み、同じまたは異なる
無線技術を利用し、および／または同じまたは異なるアクセスネットワークに属する、異
なる基地局１０５のカバレッジエリアは重複し得る。
【００２７】
　[0032]ＬＴＥ／ＬＴＥ－アドバンスド（ＬＴＥ－Ａ）では、たとえば、発展型ノードＢ
（ｅノードＢまたはｅＮＢ）という用語は、一般に、基地局１０５を説明するために使用
され得る。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプのアクセスポイントが様々な
地理的領域に対してカバレッジを提供する、異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークであり
得る。たとえば、各基地局１０５は、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／ま
たは他のタイプのセルのために通信カバレッジを提供し得る。ピコセル、フェムトセル、
および／または他のタイプのセルのようなスモールセルは、低電力ノードすなわちＬＰＮ
を含み得る。マクロセルは、比較的広い地理的エリア（たとえば、半径数キロメートル）
をカバーし得、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥ１１５による無制
限のアクセスを可能にし得る。スモールセルは、比較的狭い地理的エリアをカバーし得、
たとえば、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥ１１５による無制限ア
クセスを可能にし得、無制限アクセスに加えて、このスモールセルとの関連性を有するＵ
Ｅ１１５（たとえば、クローズド加入者グループ（ＣＳＧ）中のＵＥ、家にいるユーザの
ＵＥ、等）による制限付きアクセスも提供し得る。マクロセルのためのｅＮＢはマクロｅ
ＮＢと呼ばれ得る。スモールセルのためのｅＮＢはスモールセルｅＮＢと呼ばれ得る。ｅ
ＮＢは、１つまたは複数（たとえば、２つ、３つ、４つ、等）のセルをサポートし得る。
【００２８】
　[0033]コアネットワーク１３０は、バックホール１３２（たとえば、Ｓ１インターフェ
ース、等）を介してｅＮＢまたは他の基地局１０５と通信し得る。基地局１０５はまた、
たとえば、バックホールリンク１３４（たとえば、Ｘ２インターフェース、等）を介して
および／またはバックホールリンク１３２を介して（たとえば、コアネットワーク１３０
を通じて）直接的または間接的に互いに通信し得る。ワイヤレス通信システム１００は、
同期動作または非同期動作をサポートし得る。同期動作の場合、基地局１０５は、同様の
フレームタイミングを有し得、異なる基地局１０５からの送信は、時間的にほぼアライン
されているであろう。非同期動作の場合、基地局１０５は、異なるフレームタイミングを
有し得、異なる基地局１０５からの送信は、時間的にアラインされていないこともある。
本明細書で説明する技法は、同期動作または非同期動作のいずれに対しても使用され得る
。
【００２９】
　[0034]ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体に散在しており、各ＵＥ１１
５は、据置式または可動式であり得る。ＵＥ１１５は、当業者によって、モバイル局、加
入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、
モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、
モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハン
ドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの
他の適切な用語でも呼ばれ得る。ＵＥ１１５は、セルラ電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、
ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレットコンピ
ュータ、ラップトップコンピュータ、コードレス電話、腕時計または眼鏡のようなウェア
ラブルアイテム、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、車両ベースのＵＥ、または同
様のものであり得る。ＵＥ１１５は、マクロｅノードＢ、スモールセルｅノードＢ、中継
器、等と通信することが可能であり得る。ＵＥ１１５はまた、セルラまたは他のＷＷＡＮ
アクセスネットワークあるいはＷＬＡＮアクセスネットワークのような、異なるアクセス
ネットワーク上で通信することが可能であり得る。
【００３０】
　[0035]ワイヤレス通信システム１００に示される通信リンク１２５は、ＵＥ１１５から
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基地局１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信および／または基地局１０５からＵＥ１１５
へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。ダウンリンク送信は、順方向リンク送信とも
呼ばれ得、アップリンク送信は、逆方向リンク送信とも呼ばれ得る。ＵＥ１１５は、協力
して、たとえば、多入力多出力（ＭＩＭＯ）、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）、多地
点協調（ＣｏＭＰ）、多元接続性、または他のスキームを通じて、複数の基地局１０５と
通信するように構成され得る。ＭＩＭＯ技法は、複数のデータストリームを送信するため
に、基地局１０５上の複数のアンテナおよび／またはＵＥ１１５上の複数のアンテナを使
用する。
【００３１】
　[0036]図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワーク２０
０の例を例示する図である。この例では、アクセスネットワーク２００は、多数のセルラ
領域（セル）２０２に分割される。マクロ基地局２０４よりも低い電力クラスの１つまた
は複数のスモールセル基地局２０８。スモールセル基地局２０８は、セル２０２のうちの
１つまたは複数と重複するセルラ領域２１０を有し得る。スモールセル基地局２０８は、
フェムトセル（たとえば、ホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ））、ピコセル、マイクロセル、また
はリモート無線ヘッド（ＲＲＨ）であり得る。マクロ基地局２０４は各々、それぞれのセ
ル２０２に割り当てられ、セル２０２中のすべてのＵＥ２０６に対してコアネットワーク
１３０へのアクセスポイントを提供するように構成される。説明したように、ＵＥ２０６
は、Ｖ２Ｘまたは他のメッセージベースの通信技術を使用して通信する車両ベースのＵＥ
であり得る。
【００３２】
　[0037]ある態様では、１つまたは複数のＵＥ２０６は、１つまたは複数のＵＥ２０６へ
の（または、それによる）リソースの割振りを容易にするために、少なくとも、ＵＥにお
けるバッファ中のメッセージの数および／またはメッセージのサイズを示すＢＳＲを生成
するように構成された通信構成要素３６１（たとえば、図４参照）を含み得る。同様に、
１つまたは複数の基地局２０４／２０８は、１つまたは複数のＵＥ２０６からＢＳＲを受
信し、ＵＥ２０６によってメッセージのうちの１つまたは複数を送信するためのリソース
を、このＢＳＲにおいて示されるメッセージのサイズに少なくとも部分的に基づいて相応
にスケジューリングするように構成されたスケジューリング構成要素３０２（たとえば、
図４参照）を含み得る。アクセスネットワーク２００のこの例には集中型（centralized
）コントローラは存在しないが、代替的な構成では、集中型コントローラが使用され得る
。基地局２０４は、無線ベアラ制御、アドミッション制御、モビリティ制御、スケジュー
リング、セキュリティ、およびコアネットワーク１３０の１つまたは複数の構成要素への
接続性を含む、すべての無線関連機能を担う。
【００３３】
　[0038]アクセスネットワーク２００によって用いられる変調および多元接続スキームは
、展開されている特定の電気通信規格によって異なり得る。ＬＴＥアプリケーションでは
、周波数分割複信（ＦＤＤ）および時分割複信（ＴＤＤ）の両方をサポートするために、
ＤＬ上ではＯＦＤＭが使用され得、ＵＬ上ではＳＣ－ＦＤＭＡが使用され得る。後に続く
詳細な説明から当業者が容易に認識することになるように、本明細書に提示される様々な
概念はＬＴＥアプリケーションによく適している。しかしながら、これらの概念は、他の
変調および多元接続技法を用いる他の電気通信規格に容易に拡張され得る。例として、こ
れらの概念は、進化型データ最適化（ＥＶ－ＤＯ）またはウルトラモバイルブロードバン
ド（ＵＭＢ）に拡張され得る。ＥＶ－ＤＯおよびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０００規格ファミ
リの一部として、第３世代パートナーシッププロジェクト２（３ＧＰＰ２）によって公表
されたエアインタフェース規格であり、モバイル局へのブロードバンドインターネットア
クセスを提供するためにＣＤＭＡを用いる。これらの概念はまた、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－
ＣＤＭＡ（登録商標））およびＴＤ－ＳＣＤＭＡのようなＣＤＭＡの他の変形例を用いる
ユニバーサル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）、ＴＤＭＡを用いるモバイル通信のためのグ
ローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標））、ならびにＯＦＤＭＡを用いるフラッシュＯＦ
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ＤＭ、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥ
Ｅ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、およびＩＥＥＥ８０２．２０に拡張され得る。ＵＴＲＡ
、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、およびＧＳＭは、３ＧＰＰ団体からの文書に記載さ
れている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、３ＧＰＰ２団体からの文書に記載されてい
る。用いられる実際のワイヤレス通信規格および多元接続技術は、特定の用途と、システ
ムに課せられる全体的な設計制約とに依存するであろう。
【００３４】
　[0039]基地局２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。ＭＩ
ＭＯ技術の使用により、基地局２０４は、空間ドメインを活用して、空間多重化、ビーム
フォーミング、および送信ダイバーシティをサポートすることが可能になる。空間多重化
は、異なるデータストリームを同じ周波数上で同時に送信するために使用され得る。デー
タストリームは、データレートを増加させるために単一のＵＥ２０６に送信されるか、ま
たは全体的なシステム容量を増加させるために複数のＵＥ２０６に送信され得る。これは
、各データストリームを空間的にプリコードし（すなわち、振幅および位相のスケーリン
グを適用し）、次いでＤＬ上で複数の送信アンテナを通じて空間的にプリコードされた各
ストリームを送信することによって達成される。空間的にプリコードされたデータストリ
ームは、異なる空間シグナチャを伴ってＵＥ２０６に到着し、これにより、ＵＥ２０６の
各々は、そのＵＥ２０６に宛てられた１つまたは複数のデータストリームを復元すること
が可能になる。ＵＬ上で、各ＵＥ２０６は、空間的にプリコードされたデータストリーム
を送信し、これにより、基地局２０４は、空間的にプリコードされた各データストリーム
のソースを識別することが可能になる。
【００３５】
　[0040]空間多重化は一般に、チャネル状態が良好であるときに使用される。チャネル状
態があまり好適でないとき、送信エネルギーを１つまたは複数の方向に集中させるために
ビームフォーミングが使用され得る。これは、複数のアンテナを通じて送信するためのデ
ータを空間的にプリコードすることによって達成され得る。セルのエッジにおいて良好な
カバレッジを達成するために、単一ストリームビームフォーミング送信が、送信ダイバー
シティと組み合わせて使用され得る。
【００３６】
　[0041]後に続く詳細な説明では、アクセスネットワークの様々な態様が、ＤＬ上でＯＦ
ＤＭをサポートするＭＩＭＯシステムに関連して説明されるであろう。ＯＦＤＭは、ＯＦ
ＤＭシンボル内の多数のサブキャリアを通してデータを変調するスペクトル拡散技法であ
る。サブキャリアは精密な周波数で離間されている。この離間は、受信機がサブキャリア
からデータを復元することを可能にする「直交性」を提供する。時間ドメインでは、ＯＦ
ＤＭシンボル間干渉に対処するために、ガードインターバル（たとえば、サイクリックプ
レフィックス）が各ＯＦＤＭシンボルに追加され得る。ＵＬは、高いピーク対平均電力比
（ＰＡＰＲ：peak-to-average power ratio）を補償するために、ＳＣ－ＦＤＭＡをＤＦ
Ｔ拡散ＯＦＤＭ信号の形式で使用し得る。
【００３７】
　[0042]図３は、アクセスネットワークにおいてＵＥ３５０と通信状態にある基地局３１
０のブロック図である。ＤＬでは、コアネットワークからの上位レイヤパケットが、コン
トローラ／プロセッサ３７５に提供される。コントローラ／プロセッサ３７５は、Ｌ２レ
イヤの機能性を実施する。ＤＬでは、コントローラ／プロセッサ３７５は、ヘッダ圧縮、
暗号化、パケットのセグメント化および並び替え、論理チャネルとトランスポートチャネ
ルとの間での多重化、および様々な優先度メトリックに基づいたＵＥ３５０への無線リソ
ース割振りを提供する。コントローラ／プロセッサ３７５はまた、ＨＡＲＱ動作、損失パ
ケットの再送、およびＵＥ３５０へのシグナリングを担う。
【００３８】
　[0043]送信（ＴＸ）プロセッサ３１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のため
の様々な信号処理機能を実施する。信号処理機能は、ＵＥ３５０において前方誤り訂正（
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ＦＥＣ）を容易にするためにコーディングおよびインターリーブすることと、様々な変調
スキーム（たとえば、二位相偏移変調（ＢＰＳＫ）、直交位相偏移変調（ＱＰＳＫ）、Ｍ
相位偏移変調（Ｍ－ＰＳＫ）、Ｍ値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ））に基づいて信号コンス
テレーションにマッピングすることとを含む。次いで、コーディングおよび変調されたシ
ンボルは、並行した複数のストリームへと分かれ得る。次いで、各ストリームは、ＯＦＤ
Ｍサブキャリアにマッピングされ、時間ドメインおよび／または周波数ドメインにおいて
基準信号（たとえば、パイロット）と多重化され、次いで、逆高速フーリエ変換（ＩＦＦ
Ｔ）を使用して互いに組み合わせられて、時間ドメインのＯＦＤＭシンボルストリームを
搬送する物理チャネルが生成される。ＯＦＤＭストリームは、多数の空間ストリームを生
成するために空間的にプリコーディングされる。チャネル推定器３７４からのチャネル推
定値が、コーディングおよび変調スキームを決定するために、および、空間処理のために
使用され得る。チャネル推定値は、ＵＥ３５０によって送信されたチャネル条件フィード
バックおよび／または基準信号から導出され得る。次いで、各空間ストリームが、別個の
送信機３１８ＴＸを介して異なるアンテナ３２０に提供される。各送信機３１８ＴＸは、
送信のために、それぞれの空間ストリームを用いてＲＦキャリアを変調する。加えて、基
地局３１０は、１つまたは複数のＵＥ３５０からＢＳＲを受信し、メッセージのうちの１
つまたは複数を送信するためのリソースを、このＢＳＲにおいて示されるメッセージのサ
イズに少なくとも部分的に基づいて相応にスケジューリングするように構成されたスケジ
ューリング構成要素３０２（たとえば、図４参照）を含み得る。スケジューリング構成要
素３０２は、コントローラ／プロセッサ３７５に結合して示されているが、スケジューリ
ング構成要素３０２が、本明細書で説明されたアクションを実行するために、他のプロセ
ッサ（たとえば、ＲＸプロセッサ３７０、ＴＸプロセッサ３１６、等）にも結合され得る
ことおよび／または１つまたは複数のプロセッサ３１６、３７０、３７５によって実施さ
れ得ることは認識されるべきである。
【００３９】
　[0044]ＵＥ３５０において、各受信機３５４ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ３５２
を通じて信号を受信する。各受信機３５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復
元し、この情報を受信（ＲＸ）プロセッサ３５６に提供する。ＲＸプロセッサ３５６は、
Ｌ１レイヤの様々な信号処理機能を実施する。ＲＸプロセッサ３５６は、ＵＥ３５０に宛
てられた任意の空間ストリームを復元するために、この情報に対して空間処理を実行する
。多数の空間ストリームがＵＥ３５０に宛てられている場合、それらは、ＲＸプロセッサ
３５６によって、単一のＯＦＤＭシンボルストリームへと組み合わせられ得る。次いで、
ＲＸプロセッサ３５６は、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）を使用して、ＯＦＤＭシンボルス
トリームを時間ドメインから周波数ドメインに変換する。周波数ドメインの信号は、ＯＦ
ＤＭ信号のサブキャリアごとに別個のＯＦＤＭシンボルストリームを備える。各サブキャ
リア上のシンボル、および基準信号は、基地局３１０によって送信された最も可能性が高
い信号コンステレーションポイントを決定することで、復元および復調される。これらの
軟判定は、チャネル推定器３５８によって計算されたチャネル推定値に基づき得る。次い
で、これらの軟判定は、復号およびデインターリーブされて、物理チャネル上で基地局３
１０によって当初送信されたデータおよび制御信号が復元される。次いで、これらデータ
および制御信号が、コントローラ／プロセッサ３５９に提供される。
【００４０】
　[0045]コントローラ／プロセッサ３５９はＬ２レイヤを実施する。コントローラ／プロ
セッサは、プログラムコードおよびデータを記憶するメモリ３６０に関連付けられ得る。
メモリ３６０は、コンピュータ読取可能な媒体とも呼ばれ得る。ＵＬでは、コントローラ
／プロセッサ３５９は、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間での逆多重化、パ
ケットのリアセンブリ、暗号解読、ヘッダ圧縮解除、制御信号処理を提供して、コアネッ
トワークからの上位レイヤパケットを復元する。次いで、Ｌ２レイヤより上位のすべての
プロトコルレイヤを表す上位レイヤパケットは、データシンク３６２に提供される。様々
な制御信号もまた、Ｌ３処理のために、データシンク３６２に提供され得る。コントロー
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ラ／プロセッサ３５９はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするために、肯定応答（ＡＣＫ）
および／または否定応答（ＮＡＣＫ）プロトコルを使用した誤り検出を担う。加えて、Ｕ
Ｅ３５０は、１つまたは複数のＵＥ３５０へのリソースの割振りを容易にするために、少
なくとも、メッセージの数および／またはメッセージのサイズを示すＢＳＲを生成するよ
うに構成された通信構成要素３６１（たとえば、図４参照）を含み得る。通信構成要素３
６１は、コントローラ／プロセッサ３５９に結合して示されているが、通信構成要素３６
１が、本明細書で説明されたアクションを実行するために、他のプロセッサ（たとえば、
ＲＸプロセッサ３５６、ＴＸプロセッサ３６８、等）にも結合され得ることおよび／また
は１つまたは複数のプロセッサ３５６、３５９、３６８によって実施され得ることは認識
されるべきである。
【００４１】
　[0046]ＵＬでは、データソース３６７が、コントローラ／プロセッサ３５９に上位レイ
ヤパケットを提供するために使用される。データソース３６７は、Ｌ２レイヤより上位の
すべてのプロトコルレイヤを表す。基地局３１０によるＤＬ送信に関連して説明された機
能性と同様に、コントローラ／プロセッサ３５９は、ヘッダの圧縮、暗号化、パケットの
セグメント化および並び替え、基地局３１０による無線リソースの割振りに基づいた論理
チャネルとトランスポートチャネルとの間での多重化を提供することで、ユーザプレーン
および制御プレーンのためのＬ２レイヤを実施する。コントローラ／プロセッサ３５９は
また、ＨＡＲＱ動作、損失パケットの再送、および基地局３１０へのシグナリングを担う
。
【００４２】
　[0047]基地局３１０によって送信されたフィードバックまたは基準信号からチャネル推
定器３５８によって導出されたチャネル推定値は、適当なコーディングおよび変調スキー
ムを選択するためにおよび空間処理を容易にするために、ＴＸプロセッサ３６８によって
使用され得る。ＴＸプロセッサ３６８によって生成される空間ストリームは、別個の送信
機３５４ＴＸを介して異なるアンテナ３５２に提供される。各送信機３５４ＴＸは、送信
のために、それぞれの空間ストリームを用いてＲＦキャリアを変調する。
【００４３】
　[0048]ＵＬ送信は、ＵＥ３５０における受信機機能に関連して説明されたものと同様の
方法で、基地局３１０において処理される。各受信機３１８ＲＸは、それのそれぞれのア
ンテナ３２０を通じて信号を受信する。各受信機３１８ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調さ
れた情報を復元し、この情報をＲＸプロセッサ３７０に提供する。ＲＸプロセッサ３７０
は、Ｌ１レイヤを実施し得る。
【００４４】
　[0049]コントローラ／プロセッサ３７５は、Ｌ２レイヤを実施する。コントローラ／プ
ロセッサ３７５は、プログラムコードおよびデータを記憶するメモリ３７６に関連付けら
れ得る。メモリ３７６は、コンピュータ読取可能な媒体とも呼ばれ得る。ＵＬでは、コン
トローラ／プロセッサ３７５は、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間での逆多
重化、パケットのリアセンブリ、暗号解読、ヘッダの圧縮解除、制御信号処理を提供して
、ＵＥ３５０からの上位レイヤパケットを復元する。コントローラ／プロセッサ３７５か
らの上位レイヤのパケットは、コアネットワークに提供され得る。コントローラ／プロセ
ッサ３７５はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするために、ＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫ
プロトコルを使用した誤り検出を担う。
【００４５】
　[0050]図４－６に関して、本明細書で説明されるアクションまたは機能を実行し得る１
つまたは複数の構成要素および１つまたは複数の方法に関連して複数の態様が描かれる。
ある態様では、本明細書で使用される場合、「構成要素」という用語は、システムを構成
する複数の部分のうちの１つであり得、ハードウェアまたはソフトウェアあるいはこれら
の何らかの組み合わせであり得、他の構成要素に分割され得る。以下の図５および６にお
いて説明される動作は、特定の順序でおよび／または例となる構成要素によって実行され
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るものとして提示されるが、アクションの順序とアクションを実行する構成要素とは、実
施により異なり得ることは理解されるべきである。さらに、以下のアクションまたは機能
が、特別にプログラムされたプロセッサ、特別にプログラムされたソフトウェアを実行す
るプロセッサ、またはコンピュータ読取可能な媒体によって、あるいは、説明されるアク
ションまたは機能を実行することができるハードウェア構成要素および／またはソフトウ
ェア構成要素の任意の他の組み合わせによって実行され得ることは理解されるべきである
。
【００４６】
　[0051]図４は、ワイヤレス通信においてＢＳＲを通信するための例となるシステム４０
０を例示する。システム４００は、メッセージベースの通信（たとえば、Ｖ２Ｘ通信）を
使用して別のＵＥ（図示されない）と通信するためのリソースの割振りを受信するために
、基地局４０４（たとえば、図１の基地局１０５、図２の基地局２０４、図３の基地局３
１０）と通信するＵＥ４０２（たとえば、図１のＵＥ１１５、図２のＵＥ２０６、図３の
ＵＥ３５０）を含む。ある例では、基地局４０４およびＵＥ４０２は、構成された通信リ
ソースを通して基地局４０４からＵＥ４０２に（たとえば、シグナリングにおいて）制御
および／またはデータメッセージを通信するために、（たとえば、トランシーバシーバ４
５６を介して）基地局４０４によって送信され、（たとえば、トランシーバシーバ４０６
を介して）ＵＥ４０２によって受信されることができる、ダウンリンク通信４０８を通信
するための１つまたは複数のダウンリンクチャネルを確立しているであろう。さらに、た
とえば、基地局４０４およびＵＥ４０２は、構成された通信リソースを通してＵＥ４０２
から基地局４０４に（たとえば、シグナリングにおいて）制御および／またはデータメッ
セージを通信するために、（たとえば、トランシーバ４０６を介して）ＵＥ４０２によっ
て送信され、（たとえば、トランシーバ４５６を介して）基地局４０４によって受信され
ることができる、アップリンク信号４０８を介して通信するための１つまたは複数のアッ
プリンクチャネルを確立しているであろう。ある例では、通信構成要素３６１は、基地局
４０４によるリソース割振りを容易にするために、説明したように、ＢＳＲ４８０を生成
および送信することができる。ある例では、ＢＳＲ４８０に示されたメッセージサイズ、
タイプ、等に基づいて、ＵＥ４０２がメッセージ全体を通信することを可能にするために
、ＵＥがリソースを許可するか他の方法でＵＥ４０２とリソースをネゴシエートすること
を可能にするために、基地局４０４がＵＥを含み得るか、ＵＥ４０２と直接通信するＵＥ
が、基地局４０４に関連して以下で説明される１つまたは複数の構成要素を含み得る。
【００４７】
　[0052]ある態様では、ＵＥ４０２は、たとえば、１つまたは複数のバス４０７を介して
通信可能に結合され得る１つまたは複数のプロセッサ４０３および／またはメモリ４０５
を含み得、これら１つまたは複数のプロセッサ４０３および／またはメモリ４０５は、メ
ッセージを通信するための、基地局からのリソースの割振りを容易にするために、複数の
メッセージについての少なくともサイズを示すＢＳＲを、生成するおよび／または（たと
えば、トランシーバ４０６と連携して）１つまたは複数の基地局に送信するための通信構
成要素３６１と連携して動作するか他の方法でそれを実施し得る。たとえば、本明細書で
説明される通信構成要素３６１に関する様々な動作は、１つまたは複数のプロセッサ４０
３によって、実施されるか他の方法で実行され得、ある態様では、単一のプロセッサによ
って実行されることができるが、他の態様では、これらの動作のうちの異なる動作（diff
erent ones）は、２つ以上の異なるプロセッサの組み合わせによって実行され得る。たと
えば、ある態様では、１つまたは複数のプロセッサ４０３は、モデムプロセッサか、ベー
スバンドプロセッサか、デジタルシグナルプロセッサか、特定用途向け集積回路（ＡＳＩ
Ｃ）か、トランシーバ４０６に関連付けられた送信プロセッサ、受信プロセッサ、または
トランシーバプロセッサかのうちの任意の１つまたは任意の組み合わせを含み得る。さら
に、たとえば、メモリ４０５は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取専用メモリ（
ＲＯＭ），プログラマブルＲＯＭ（ＰＲＯＭ）、消去可能なＰＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、電
気的に消去可能なＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、磁気記憶デバイス（たとえば、ハードディ
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スク、フロッピーディスク、磁気ストリップ）、光ディスク（たとえば、コンパクトディ
スク（ＣＤ）、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ））、スマートカード、フラッシュメモ
リデバイス（たとえば、カード、スティック、キードライブ）、レジスタ、リムーバルデ
ィスク、およびコンピュータまたは１つまたは複数のプロセッサ４０３によってアクセス
されるおよび読み取られるソフトウェアおよび／またはコンピュータ読取可能なコードま
たは命令を記憶するための任意の他の適切な媒体を含むがそれらに限定されない非一時的
なコンピュータ読取可能な媒体であり得る。さらに、メモリ４０５またはコンピュータ読
取可能な記憶媒体は、１つまたは複数のプロセッサ４０３内に存在するか、１つまたは複
数のプロセッサ４０３に外付けであり得るか、１つまたは複数のプロセッサ４０３を含む
複数のエンティティにわたって分散され得るか、等であり得る。
【００４８】
　[0053]具体的には、１つまたは複数のプロセッサ４０３および／またはメモリ４０５は
、通信構成要素３６１またはそのサブ構成要素によって定義されたアクションまたは動作
を実行し得る。加えて、たとえば、通信構成要素３６１は、１つまたは複数の他のＵＥに
通信するための複数のメッセージ（たとえば、メッセージ１、メッセージ２、等）を含む
１つまたは複数のバッファ４１０を含み得る。バッファ４１０は、たとえば、メモリ４０
５によって記憶され、バス４０７を介して、プロセッサ４０３、トランシーバ４０６、等
によってアクセス可能であり得る。さらに、たとえば、１つまたは複数のプロセッサ４０
３および／またはメモリ４０５は、たとえば、バッファ４１０中の複数のメッセージの各
々のサイズ、バッファ４１０中のメッセージの数、バッファ４１０中のメッセージのタイ
プ、バッファ４１０中のメッセージについてのターゲットレンジ、伝送電力、優先度、レ
イテンシ、等、および／または同様のものを示すことを含み得る、バッファ４１０のステ
ータスを提供するＢＳＲを生成するための、ＢＳＲ生成構成要素４１２によって定義され
たアクションまたは動作を実行し得る。ある態様では、たとえば、ＢＳＲ生成構成要素４
１２は、ハードウェア（たとえば、１つまたは複数のプロセッサ４０３の１つまたは複数
のプロセッサモジュール）および／またはメモリ４０５に記憶され、かつ、本明細書で説
明される特別に構成されたＢＳＲ生成動作を実行するように１つまたは複数のプロセッサ
４０３のうちの少なくとも１つによって実行可能なコンピュータ読取可能なコードまたは
命令を含み得る。
【００４９】
　[0054]ある態様では、１つまたは複数のプロセッサ４０３および／またはメモリ４０５
は、オプションで、バッファ４１０中の複数のメッセージの各々のサイズを決定するため
および／または示すための、メッセージサイズ指示構成要素４１４によって定義されたア
クションまたは動作を実行し得る。ある態様では、たとえば、メッセージサイズ指示構成
要素４１４は、ハードウェア（たとえば、１つまたは複数のプロセッサ４０３の１つまた
は複数のプロセッサモジュール）および／またはメモリ４０５に記憶され、かつ、本明細
書で説明される特別に構成されたメッセージサイズ指示動作を実行するように１つまたは
複数のプロセッサ４０３のうちの少なくとも１つによって実行可能なコンピュータ読取可
能なコードまたは命令を含み得る。ある態様では、１つまたは複数のプロセッサ４０３お
よび／またはメモリ４０５は、オプションで、バッファ４１０中の複数のメッセージの各
々のタイプを決定するためおよび／または示すための、メッセージタイプ指示構成要素４
１６によって定義されたアクションまたは動作を実行し得る。ある態様では、たとえば、
メッセージタイプ指示構成要素４１６は、ハードウェア（たとえば、１つまたは複数のプ
ロセッサ４０３の１つまたは複数のプロセッサモジュール）および／またはメモリ４０５
に記憶され、かつ、本明細書で説明される特別に構成されたメッセージタイプ指示動作を
実行するように１つまたは複数のプロセッサ４０３のうちの少なくとも１つによって実行
可能なコンピュータ読取可能なコードまたは命令を含み得る。
【００５０】
　[0055]同様に、ある態様では、基地局４０４は、たとえば、１つまたは複数のバス４５
７を介して通信可能に結合され得る１つまたは複数のプロセッサ４５３および／またはメ
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モリ４５５を含み得、これら１つまたは複数のプロセッサ４５３および／またはメモリ４
５５は、ＵＥ４０２から１つまたは複数の他のＵＥに通信するための複数のメッセージに
ついての少なくともサイズを示すＢＳＲに基づいて１つまたは複数のＵＥのためにリソー
スを割り振るためのスケジューリング構成要素３０２と連携して動作するか他の方法でそ
れを実施し得る。たとえば、スケジューリング構成要素３０２に関する様々な機能は、１
つまたは複数のプロセッサ４５３によって、実施されるか他の方法で実行され得、ある態
様では、単一のプロセッサによって実行されることができるが、他の態様では、これら機
能のうちの異なる機能は、上で説明したように、２つ以上の異なるプロセッサの組み合わ
せによって実行され得る。一例では、１つまたは複数のプロセッサ４５３および／または
メモリ４５５が、ＵＥ４０２の１つまたは複数のプロセッサ４０３および／またはメモリ
４０５に関連して上の例で説明したように構成され得ることは認識されるべきである。
【００５１】
　[0056]ある例では、１つまたは複数のプロセッサ４５３および／またはメモリ４５５は
、スケジューリング構成要素３０２またはそのサブ構成要素によって定義されたアクショ
ンまたは動作を実行し得る。たとえば、１つまたは複数のプロセッサ４５３および／また
はメモリ４５５は、１つまたは複数のＵＥのバッファ中の１つまたは複数のメッセージの
サイズおよび／または他のパラメータを決定するために１つまたは複数のＵＥから受信さ
れた１つまたは複数のＢＳＲを処理するための、ＢＳＲ処理構成要素４３０によって定義
されたアクションまたは動作を実行し得る。ある態様では、たとえば、ＢＳＲ処理構成要
素４３０は、ハードウェア（たとえば、１つまたは複数のプロセッサ４５３の１つまたは
複数のプロセッサモジュール）および／またはメモリ４５５に記憶され、かつ、本明細書
で説明される特別に構成されたＢＳＲ処理動作を実行するように１つまたは複数のプロセ
ッサ４５３のうちの少なくとも１つによって実行可能なコンピュータ読取可能なコードま
たは命令を含み得る。さらに、たとえば、１つまたは複数のプロセッサ４５３および／ま
たはメモリ４５５は、１つまたは複数のメッセージのサイズおよび／または他のパラメー
タに少なくとも部分的に基づいて、１つまたは複数のメッセージを送信するためのリソー
スを１つまたは複数のＵＥに割り振るための、リソース割振り構成要素４３２によって定
義されたアクションまたは動作を実行し得る。ある態様では、たとえば、リソース割振り
構成要素４３２は、ハードウェア（たとえば、１つまたは複数のプロセッサ４５３の１つ
または複数のプロセッサモジュール）および／またはメモリ４５５に記憶され、かつ、本
明細書で説明される特別に構成されたリソース割振り動作を実行するように１つまたは複
数のプロセッサ４５３のうちの少なくとも１つによって実行可能なコンピュータ読取可能
なコードまたは命令を含み得る。
【００５２】
　[0057]さらに、たとえば、１つまたは複数のプロセッサ４５３および／またはメモリ４
５５は、オプションで、ＢＳＲに基づいて１つまたは複数のメッセージのサイズを決定す
るための、メッセージサイズ決定構成要素４３４によって定義されたアクションまたは動
作を実行し得る。ある態様では、たとえば、メッセージサイズ決定構成要素４３４は、ハ
ードウェア（たとえば、１つまたは複数のプロセッサ４５３の１つまたは複数のプロセッ
サモジュール）および／またはメモリ４５５に記憶され、かつ、本明細書で説明される特
別に構成されたメッセージサイズ決定動作を実行するように１つまたは複数のプロセッサ
４５３のうちの少なくとも１つによって実行可能なコンピュータ読取可能なコードまたは
命令を含み得る。さらに、たとえば、１つまたは複数のプロセッサ４５３および／または
メモリ４５５は、オプションで、ＢＳＲに基づいて１つまたは複数のメッセージのタイプ
を決定するための、メッセージタイプ決定構成要素４３６によって定義されたアクション
または動作を実行し得る。ある態様では、たとえば、メッセージタイプ決定構成要素４３
６は、ハードウェア（たとえば、１つまたは複数のプロセッサ４５３の１つまたは複数の
プロセッサモジュール）および／またはメモリ４５５に記憶され、かつ、本明細書で説明
される特別に構成されたメッセージタイプ決定動作を実行するように１つまたは複数のプ
ロセッサ４５３のうちの少なくとも１つによって実行可能なコンピュータ読取可能なコー
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ドまたは命令を含み得る。
【００５３】
　[0058]トランシーバ４０６、４５６が、１つまたは複数のアンテナ、ＲＦフロントエン
ド、１つまたは複数の送信機、および１つまたは複数の受信機を通じてワイヤレス信号を
送信および受信するように構成され得ることは認識されるべきである。ある態様では、ト
ランシーバ４０６、４５６は、ＵＥ４０２および／または基地局４０４が特定の周波数で
通信することができるように、指定の周波数で動作するように調整され得る。ある態様で
は、１つまたは複数のＣＣ上で関連アップリンクまたはダウンリンク通信チャネルを通し
てアップリンク信号および／またはダウンリンク信号を通信するために、構成、通信プロ
トコル、等に基づいて、指定の周波数および電力レベルで動作するように、１つまたは複
数のプロセッサ４０３は、トランシーバ４０６を構成し得、および／または、１つまたは
複数のプロセッサ４５３は、トランシーバ４５６を構成し得る。
【００５４】
　[0059]ある態様では、トランシーバ４０６、４５６は、たとえば、トランシーバ４０６
、４５６を使用して送られるおよび受信されるデジタルデータを処理するために、（たと
えば、示されない、マルチバンド－マルチモードモデムを使用して）複数の帯域において
動作することができる。ある態様では、トランシーバ４０６、４５６は、マルチバンドで
あり得、特定の通信プロトコルのために複数の周波数帯域をサポートするように構成され
得る。ある態様では、トランシーバ４０６、４５６は、複数の動作ネットワークおよび通
信プロトコルをサポートするように構成され得る。ゆえに、たとえば、トランシーバ４０
６、４５６は、指定のモデム構成に基づいて信号の送信および／または受信を可能にし得
る。
【００５５】
　[0060]ある態様では、説明したように、ＵＥ４０２がＶ２Ｘを使用して通信する場合、
たとえば、バッファ４１０中のメッセージ（たとえば、メッセージ１、メッセージ２、お
よび／または示されない他のメッセージ）は、たとえば、ＵＥ４０２に関する車両の前方
衝突警告、周期的ステータスレポート、等のような、Ｖ２Ｘ通信のために定義されている
安全メッセージに関し得る。ゆえに、たとえば、基地局４０４は、（たとえば、車両内の
または歩行者が持つ）１つまたは複数の他のＵＥ、ネットワークストラクチャにおける他
のノードに、等（図示されない）にメッセージを（たとえば、そっくりそのまま単一の送
信で）通信するためのリソースをＵＥ４０２に割振り得る。
【００５６】
　[0061]図５は、ＵＥのバッファに記憶された複数のメッセージの各々の少なくともサイ
ズを示すＢＳＲを（たとえば、ＵＥによって）通信するための例となる方法５００を例示
する。方法５００は、ブロック５０２において、デバイスから１つまたは複数の他のデバ
イスに通信するための、デバイスのバッファに記憶された複数のメッセージの各々のサイ
ズを示すＢＳＲを生成することを含む。ある態様では、ＢＳＲ生成構成要素４１２（図４
）は、たとえば、プロセッサ４０３、メモリ４０５、および／またはトランシーバ４０６
と連携して、バッファ４１０に記憶された複数のメッセージ（たとえば、メッセージ１、
メッセージ２、および／または示されない追加のメッセージ）の各々のサイズを示すＢＳ
Ｒを生成することができる。たとえば、メッセージサイズ指示構成要素４１４は、バッフ
ァ４１０中の複数のメッセージの少なくとも一部のサイズを決定することができる。たと
えば、各メッセージは、メッセージが存在するメモリ４０５中のロケーションを分析する
こと（たとえば、メッセージによって利用されるメモリ４０５中のバイト数を決定するこ
と）等に基づいて決定可能な、関連パラメータ中に示す関連する長さを有し得る。いずれ
のケースにおいても、ＢＳＲ生成構成要素４１２は、バッファ４１０に記憶されたメッセ
ージの少なくとも一部のサイズを示すためにＢＳＲを生成することができる。一例では、
ＢＳＲ生成構成要素４１２は、（たとえば、バイト数として）メッセージサイズのリスト
を含むようにＢＳＲを生成することができる。この例では、リスト中のメッセージサイズ
の数はまた、バッファ４１０中のメッセージの数を暗示的に示し得る（たとえば、ここで
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は、ＢＳＲを受信するエンティティは、ＢＳＲによって示されるリスト中のメッセージサ
イズの数を決定することに基づいてメッセージの数を決定することができる）。さらに別
の例では、ＢＳＲ生成構成要素４１２は、（たとえば、ＢＳＲにおいて定義されるパラメ
ータとして）バッファ４１０中のメッセージの数を明示的に示すためにＢＳＲを生成する
ことができる。さらに、たとえば、メッセージサイズのリストは、バッファ４１０中のメ
ッセージに関する優先度を暗示的に示すことができる（たとえば、最も高い優先度を有す
るメッセージのサイズは、ＢＳＲにおいて示されるメッセージサイズのリストにおいて第
１のメッセージサイズとしてリストされることができる）。
【００５７】
　[0062]ある例では、ブロック５０２においてＢＳＲを生成することは、オプションで、
ブロック５０４において、バッファに記憶された複数のメッセージの各々のメッセージタ
イプを示すＢＳＲを生成することを含むことができる。ある態様では、ＢＳＲ生成構成要
素４１２は、たとえば、プロセッサ４０３、メモリ４０５、および／またはトランシーバ
４０６と連携して、バッファ４１０に記憶される複数のメッセージの各々のメッセージタ
イプを示すＢＳＲを生成することができる。たとえば、メッセージタイプ指示構成要素４
１６は、複数のメッセージの各々についてのメッセージタイプを決定することができ、Ｂ
ＳＲ生成構成要素４１２は、このメッセージタイプを（たとえば、ＢＳＲにおいて示され
る１つまたは複数のパラメータとして）ＢＳＲに含めることができる。
【００５８】
　[0063]ある例では、メッセージタイプ指示構成要素４１６は、メッセージ中の情報（た
とえば、アプリケーションレイヤのプロトコルに基づいてメッセージの１つまたは複数の
ヘッダにおいて指定されたタイプおよび／または同様のもの）に少なくとも部分的に基づ
いてメッセージタイプを決定し得る。メッセージタイプ（たとえば、Ｖ２Ｘ通信における
サービスタイプ）は、複数のメッセージの各々が、（前方衝突警告のような）衝突警告で
あるか、（たとえば、ビークルヘルス、運転統計値、等に関する１つまたは複数のパラメ
ータの）周期的ステータスレポートであるか、Ｖ２Ｘ通信における他のサービスタイプで
あるかを示し得る。別の例では、メッセージタイプ指示構成要素４１６は、（たとえば、
ＵＥ４０２において記憶された、ネットワーク構成において基地局４０４から受信される
、等である構成で示されたように優先度にメッセージタイプをマッピングすることに基づ
いて、メッセージにおいて示される優先度に基づいて、および／または同様のものにより
）メッセージタイプに関する優先度を決定し得る。ゆえに、ある例では、メッセージタイ
プは、追加的または代替的に、１つまたは複数のメッセージについての優先度を示すまた
は決定するために使用され得る。いずれのケースにおいても、たとえば、メッセージを通
信するためのリソース割振りは、本明細書でさらに説明されるように、優先度に基づいて
決定され得る。
【００５９】
　[0064]加えて、たとえば、ブロック５０４においてメッセージタイプを示すＢＳＲを生
成することは、オプションで、ブロック５０６において、複数のメッセージの各々（また
は、少なくとも一部）のメッセージタイプを示すための論理チャネルグループ識別子（Ｌ
ＣＧＩＤ）を選択することと、このＬＣＧＩＤをＢＳＲに含めることとを含み得る。ある
態様では、メッセージタイプ指示構成要素４１６は、たとえば、プロセッサ４０３、メモ
リ４０５、および／またはトランシーバ４０６と連携して、複数のメッセージの各々のメ
ッセージタイプを示すためのＬＣＧＩＤを選択することができ、このＬＣＧＩＤをＢＳＲ
に含めることができる。この例では、メッセージタイプ指示構成要素４１６は、メッセー
ジタイプへのＬＣＧＩＤのマッピングを受信し得、これは、ＵＥ４０２において構成に記
憶され、ネットワーク構成において基地局４０４から受信され、等であり得る。一例では
、ＵＥ４０２は、基地局４０４にマッピングを送信することができる。いずれのケースに
おいても、メッセージタイプ指示構成要素４１６は、複数のメッセージの各々のタイプを
示すためのＬＣＧＩＤをマッピングに基づいて選択し、このＬＣＧＩＤをＢＳＲに含め得
る。
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【００６０】
　[0065]別の例では、ブロック５０２においてＢＳＲを生成することは、オプションで、
ブロック５０８において、バッファに記憶された複数のメッセージの各々についてのター
ゲットレンジ、伝送電力、優先度、および／またはレイテンシを示すＢＳＲを生成するこ
とを含み得る。ある態様では、ＢＳＲ生成構成要素４１２は、たとえば、プロセッサ４０
３、メモリ４０５、および／またはトランシーバ４０６と連携して、複数のメッセージの
各々についてのターゲットレンジ、ターゲット伝送電力、ターゲット優先度、および／ま
たはターゲットレイテンシを示すＢＳＲを生成することができる。この情報は、本明細書
でさらに説明されるように、ＵＥ４０２が複数のメッセージのうちの１つまたは複数を別
のＵＥに送信するためのリソース割振りを生成するために使用され得る（たとえば、追加
のリソースが、より高い要求された範囲、電力、優先度、等、より低いレイテンシ、およ
び／または同様のもののために許可され得る）。
【００６１】
　[0066]方法５００はまた、ブロック５１０において、複数のメッセージのうちの１つま
たは複数を１つまたは複数の他のデバイスに通信するためのリソースを要求するためにＢ
ＳＲを基地局に送信することを含み得る。ある態様では、通信構成要素３６１は、たとえ
ば、プロセッサ４０３、メモリ４０５、および／またはトランシーバ４０６と連携して、
複数のメッセージのうちの１つまたは複数を１つまたは複数の他のデバイスに通信するた
めのリソースを要求するために、ＢＳＲ４８０を基地局４０４に送信することができ、こ
こで、ＢＳＲは、説明したように、複数のメッセージのサイズ、複数のメッセージの少な
くとも一部のメッセージタイプ、等を示し得る。ある例では、基地局４０４は、ＢＳＲに
基づいて、ＵＥ４０２がバッファ４１０中の１つまたは複数のメッセージを通信するため
のリソース割振りを決定し得る。したがって、方法５００はまた、オプションで、ブロッ
ク５１２において、ＢＳＲに少なくとも部分的に基づいて、複数のメッセージのうちの１
つまたは複数を１つまたは複数の他のデバイスに通信するためのリソース割振りを基地局
から受信することを含み得る。ある態様では、通信構成要素３６１は、たとえば、プロセ
ッサ４０３、メモリ４０５、および／またはトランシーバ４０６と連携して、ＢＳＲに少
なくとも部分的に基づいて、複数のメッセージのうちの１つまたは複数を１つまたは複数
の他のデバイス（たとえば、他のＵＥ）に通信するためのリソース割振りを基地局４０４
から受信することができる。リソース割振りは、ＢＳＲ４８０において示される１つまた
は複数のメッセージの各々のメッセージサイズに基づいて、バッファ４１０中のメッセー
ジのうちの１つまたは複数を送信するのに十分なリソースの量を含み得る。
【００６２】
　[0067]方法５００は、オプションで、ブロック５１４において、リソース割振りに基づ
いて、複数のメッセージのうちの１つまたは複数を１つまたは複数のデバイスに通信する
ことを含み得る。ある態様では、通信構成要素３６１は、たとえば、プロセッサ４０３、
メモリ４０５、および／またはトランシーバ４０６と連携して、リソース割振りに基づい
て、複数のメッセージのうちの１つまたは複数を１つまたは複数のデバイスに通信するこ
とができる。たとえば、１つまたは複数の他のデバイスは、１つまたは複数のＵＥ、ｅＮ
Ｂ、別のｅＮＢ、またはワイヤレスネットワークにおける実質上の任意のノードを含み得
る。ゆえに、たとえば、複数のメッセージのうちの１つまたは複数を通信することは、１
つまたは複数のメッセージを、リソース割振りにおけるリソースを通してサイドリンク通
信（たとえば、中間基地局を使用しないデバイス・ツー・デバイス通信）を使用して１つ
または複数のＵＥに、リソース割振りにおけるリソースを通してアップリンク通信を使用
して１つまたは複数の基地局に、および／または、同様のものに送信することを含むこと
ができる。
【００６３】
　[0068]図６は、ＵＥのバッファに記憶された複数のメッセージの各々の少なくともサイ
ズを示すＢＳＲを通信する（たとえば、ｅＮＢによって受信する）ための例となる方法６
００を例示する。方法６００は、ブロック６０２において、デバイスからＢＳＲを受信す
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ることを含み、ここにおいて、ＢＳＲは、デバイスから１つまたは複数の他のデバイスに
通信するための、デバイスのバッファに記憶された複数のメッセージの各々のサイズを示
す。ある態様では、スケジューリング構成要素３０２（図４）は、たとえば、プロセッサ
４５３、メモリ４５５、および／またはトランシーバ４５６と連携して、デバイス（たと
えば、ＵＥ４０２）からＢＳＲ４８０を受信することができ、ここにおいて、ＢＳＲは、
デバイスのバッファ４１０に記憶された複数のメッセージの各々のサイズを示す。たとえ
ば、スケジューリング構成要素３０２は、ＵＥ４０２のために基地局４０４によって割り
振られた通信リソース（たとえば、制御データリソース）を通してＵＥ４０２からＢＳＲ
４８０を受信し得る。ＵＥ４０２は、これらのリソースを通して（ＢＳＲ４８０のような
）制御データを基地局４０４に相応に通信することができる。ＢＳＲは、バッファ４１０
中の複数のメッセージの各々のサイズを含み得、これは、基地局４０４が、複数のメッセ
ージのうちの１つまたは複数を１つまたは複数の他のデバイス（図示されない）に通信す
るためのデータリソースをＵＥ４０２に割り振るのを支援することができる。
【００６４】
　[0069]方法６００はまた、ブロック６０４において、デバイスから１つまたは複数のデ
バイスに通信することを容易にするための、デバイスに対するリソースの割振りを、ＢＳ
Ｒにおいて示される複数のメッセージのうちの少なくとも１つのサイズに少なくとも部分
的に基づいて決定することを含む。ある態様では、ＢＳＲ処理構成要素４３０は、たとえ
ば、プロセッサ４５３、メモリ４５５、および／またはトランシーバ４５６と連携して、
デバイスから１つまたは複数のデバイスに通信することを容易にするための、デバイス（
たとえば、ＵＥ４０２）に対するリソースの割振りを、ＢＳＲにおいて示されるような複
数のメッセージのうちの少なくとも１つのサイズに少なくとも部分的に基づいて決定する
ことができる。たとえば、メッセージサイズ決定構成要素４３４は、メッセージサイズを
決定するためにＢＳＲを処理することに基づいて複数のメッセージのうちの少なくとも１
つのサイズを決定することができる。たとえば、メッセージサイズ決定構成要素４３４は
、ＢＳＲにおいて示される第１のメッセージについてのメッセージサイズ、ＢＳＲによっ
て（たとえば、ＢＳＲにおいて示される各メッセージサイズに対して明示的に、ＢＳＲに
おけるメッセージサイズの順序付けによって暗示的に、等で）示されるような最も高い優
先度を有するメッセージを決定することができる。ＢＳＲ処理構成要素４３０は、複数の
メッセージのうちの少なくとも１つを送信するためのリソースの割振りを決定する（たと
えば、ＢＳＲにおいて示されるように、ビット／バイト数または複数のメッセージのうち
の少なくとも１つによって占有されるある数のビット／バイトを送信するための時間／周
波数リソースを決定する）ことができる。たとえば、リソースの割振りは、（たとえば、
通信リソースを割り振るための基地局４０４の支援を得て）ＵＥ４０２がメッセージのう
ちの１つまたは複数を（たとえば、そっくりそのまま単一の送信で）１つまたは複数の他
のＵＥに直接通信することを可能にするために、デバイス・ツー・デバイス通信（たとえ
ば、Ｖ２Ｘ通信）に関することができる。
【００６５】
　[0070]方法６００はまた、ブロック６０６において、デバイスにリソースの割振りを示
すインジケーションを送信することを含み得る。ある態様では、リソース割振り構成要素
４３２は、たとえば、プロセッサ４５３、メモリ４５５、および／またはトランシーバ４
５６と連携して、デバイス（たとえば、ＵＥ４２０）にリソースの割振りを示すインジケ
ーションを送信することができる。たとえば、リソース割振り構成要素４３２は、（たと
えば、ダウンリンク制御チャネルを通して）ＵＥ４０２にリソース許可においてインジケ
ーションを送信することができ、これは、ＵＥ４０２が、ＢＳＲによって示されるような
バッファ４１０中の１つまたは複数のメッセージを送信することができる時間および／ま
たは周波数リソースを示すインジケーションを含み得る。
【００６６】
　[0071]ある例では、ブロック６０２においてデバイスからＢＳＲを受信することは、ブ
ロック６０８において、デバイスから、デバイスのバッファに記憶された複数のメッセー
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ジの各々についてのメッセージタイプを示すＢＳＲを受信することを含み得る。ある態様
では、スケジューリング構成要素３０２は、たとえば、プロセッサ４５３、メモリ４５５
、および／またはトランシーバ４５６と連携して、デバイス（たとえば、ＵＥ４０２）か
ら、デバイスのバッファ（たとえば、バッファ４１０）に記憶された複数のメッセージの
各々についてのメッセージタイプを示すＢＳＲ４８０を受信することができる。ゆえに、
たとえば、ブロック６０４においてリソースの割振りを決定することは、ブロック６１０
において、複数のメッセージのうちの少なくとも１つについてのメッセージタイプに基づ
いて、デバイスに対するリソースの割振りを決定することを含み得る。ある態様では、Ｂ
ＳＲ処理構成要素４３０は、たとえば、プロセッサ４５３、メモリ４５５、および／また
はトランシーバ４５６と連携して、複数のメッセージのうちの少なくとも１つについての
メッセージタイプに基づいて、デバイス（たとえば、ＵＥ４０２）に対するリソースの割
振りを決定することができる。たとえば、メッセージタイプ決定構成要素４３６は、ＢＳ
Ｒを処理することと、複数のメッセージの各々に関連付けられた１つまたは複数のメッセ
ージタイプを決定することとを行うことで、メッセージタイプを決定することができる。
たとえば、メッセージタイプは、衝突警告（たとえば、前方衝突警告）、（たとえば、ビ
ークルヘルス、運転統計値、等に関する１つまたは複数のパラメータの）周期的ステータ
スレポート、等を示し得る。一例では、１つまたは複数のメッセージタイプは、メッセー
ジサイズを暗示的に示し得る。ＢＳＲ処理構成要素４３０は、特定のメッセージタイプを
他のメッセージタイプよりも優先し得、ゆえに、メッセージタイプおよび／または対応す
る優先度に基づいて（たとえば、上で説明したように、示されたまたは暗示された最も高
い優先度のタイプを有するメッセージを決定すること、および、示されたメッセージサイ
ズに基づいてメッセージを通信するのに十分なリソース割振りを決定すること、等に基づ
いて）メッセージのうちの１つまたは複数のためのリソースの割振りを決定し得る。
【００６７】
　[0072]特定の例では、説明されるように、ＢＳＲは、メッセージタイプを指定するＬＣ
ＧＩＤを示すことができる。この例では、ブロック６０８において、メッセージタイプを
示すＢＳＲを受信することは、ブロック６１２において、ＢＳＲにおいて示されるＬＣＧ
ＩＤに少なくとも部分的に基づいてメッセージタイプを決定することを含み得る。ある態
様では、メッセージタイプ決定構成要素４３６は、たとえば、プロセッサ４５３、メモリ
４５５、および／またはトランシーバ４５６と連携して、ＢＳＲにおいて示されるＬＣＧ
ＩＤに少なくとも部分的に基づいてメッセージタイプを決定することができる。たとえば
、ＬＣＧＩＤは、ＢＳＲを含む制御データの一部として示され得、メッセージタイプへの
ＬＣＧＩＤのマッピングに少なくとも部分的に基づいてメッセージタイプを示すために使
用され得る。説明したように、メッセージタイプ決定構成要素４３６は、記憶された構成
から、１つまたは複数のネットワーク構成要素から受信された構成から、ＵＥ４０２から
、および／または、同様のものから、メッセージタイプへのＬＣＧＩＤのマッピングを受
信し得る。別の例では、メッセージタイプ決定構成要素４３６は、ＵＥ４０２がＬＣＧＩ
Ｄを使用してメッセージタイプを示すことを可能にするためにＵＥ４０２にその構成を提
供し得る。いずれのケースにおいても、メッセージタイプ決定構成要素４３６は、指定の
ＬＣＧＩＤに基づいてメッセージタイプを決定するために、このマッピングを利用し得る
。
【００６８】
　[0073]別の例では、ブロック６０２においてＢＳＲを受信することは、オプションで、
ブロック６１４において、複数のメッセージの各々についてのターゲットレンジ、伝送電
力、優先度、またはレイテンシを示すＢＳＲをデバイスから受信することを含み得る。あ
る態様では、スケジューリング構成要素３０２は、プロセッサ４５３、メモリ４５５、お
よび／またはトランシーバ４５６と連携して、複数のメッセージの各々についてのターゲ
ットレンジ、ターゲット伝送電力、ターゲット優先度、またはターゲットレイテンシを示
すＢＳＲをデバイス（たとえば、ＵＥ４０２）から受信することができる。したがって、
この例では、ブロック６０４またはブロック６１０においてリソースの割振りを決定する
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ことは、たとえば、ＢＳＲにおいて示されるような、少なくとも１つメッセージについて
のターゲットレンジ、ターゲット伝送電力、ターゲット優先度、ターゲットレイテンシ、
等に少なくとも部分的にさらに基づき得る。
【００６９】
　[0074]特定の例では、ＢＳＲ処理構成要素４３０は、ターゲットレンジ、ターゲット伝
送電力、ターゲット優先度、ターゲットレイテンシ、等に基づいてリソース割振りを提供
するための少なくとも１つメッセージを選択し得る。たとえば、ＢＳＲ処理構成要素４３
０は、基地局４０４において割り振るのに利用可能なリソースの数と、少なくとも１つメ
ッセージについてのターゲットレンジ、伝送電力、レイテンシ、等を達成するためのリソ
ースの数とに基づいて少なくとも１つメッセージを選択し得る。別の例では、ＢＳＲ処理
構成要素４３０は、メッセージタイプ、サイズ、優先度、等に少なくとも部分的に基づい
てリソースを割り振るための少なくとも１つメッセージを決定し、次いで、たとえば、関
連するターゲットレンジ、ターゲット伝送電力、ターゲットレイテンシ、等を達成するた
めに、メッセージのためのリソース割振りを決定することができる。一例では、ＢＳＲが
、複数のメッセージについてのターゲットレンジ、伝送電力、および／またはレイテンシ
（たとえば、ＢＳＲにおいて、すべてのメッセージまたはメッセージのグループについて
の単一のレンジ、電力、レイテンシ、等）を指定し得ることは認識されるべきである。
【００７０】
　[0075]方法６００は、オプションで、ブロック６１６において、これらのリソース上で
デバイスから１つまたは複数のメッセージを受信することを含み得る。ある態様では、ス
ケジューリング構成要素３０２は、たとえば、プロセッサ４５３、メモリ４５５、および
／またはトランシーバ４５６と連携して、これらのリソースを通してデバイス（たとえば
、ＵＥ４０２）から１つまたは複数のメッセージを受信することができる。説明したよう
に、たとえば、ＵＥ４０２は、１つまたは複数のＵＥにサイドリンクレポートするよりも
むしろ（または、それに加えて）サーバにレポートするための周期的ステータスレポート
のような１つまたは複数のメッセージを基地局４０４に送信し得る。
【００７１】
　[0076]開示されたプロセスにおけるステップの特定の順序または階層が例示的なアプロ
ーチの例示であることは理解される。設計の選好に基づいて、これらのプロセスにおける
ステップの特定の順序または階層が並べ替えられ得ることは理解される。さらに、いくつ
かのステップは組み合されたり省略されたりし得る。添付の方法の請求項は、様々なステ
ップの要素を１つのサンプルの順序で提示し、それらが提示された特定の順序または階層
に限られるようには意味されない。
【００７２】
　[0077]先の説明は、当業者による、本明細書に説明された様々な態様の実践を可能にす
るために提供される。これらの態様に対する様々な修正は、当業者には容易に明らかとな
り、本明細書に定義されている包括的な原理は、他の態様に適用され得る。ゆえに、特許
請求の範囲は、本明細書に示された態様に限られるよう意図されたものではなく、特許請
求の範囲における文言と一致する全範囲が付与されるべきものであり、ここにおいて、単
数形の要素への参照は、別途明記されていない限り、「１つおよび１つのみ」を意味する
よう意図されておらず、むしろ「１つまたは複数」を意味する。別途明記されていない限
り、「何らかの／いくつかの」という用語は、１つまたは複数を指す。当業者に知られて
いるかかまたは後に知られることとなる、本明細書で説明された様々な態様の要素と構造
的および機能的に同等なものはすべて、参照によって本明細書に明確に組み込まれ、特許
請求の範囲に包含されるよう意図される。さらに、本明細書に開示されているものはいず
れも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に記載されているかどうかに関わらず、
公に献呈されるよう意図されない。いずれの請求項の要素も、その要素が「～ための手段
」という表現を使用して明記されていない限り、ミーンズプラスファンクション（means 
plus function）として解釈されるべきではない。
　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
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［Ｃ１］
　［０００１］
　ワイヤレス通信においてバッファステータスレポート（ＢＳＲ）を通信するための方法
であって、
　デバイスにおいて、前記デバイスから１つまたは複数の他のデバイスに通信するための
、前記デバイスのバッファに記憶された複数のメッセージの各々のサイズを示すＢＳＲを
生成することと、
　前記複数のメッセージのうちの１つまたは複数を前記１つまたは複数の他のデバイスに
通信するためのリソースを要求するために前記ＢＳＲを基地局に送信することと
　を備える方法。
［Ｃ２］
　［０００２］
　前記ＢＳＲは、前記デバイスの前記バッファに記憶された前記複数のメッセージの数を
示すインジケーションを含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　［０００３］
　前記ＢＳＲは、前記デバイスの前記バッファに記憶された前記複数のメッセージの各々
についてのメッセージタイプを含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　［０００４］
　前記ＢＳＲは、前記ＢＳＲにおいて論理チャネルグループ識別子を指定することに少な
くとも部分的に基づいて前記メッセージタイプを示す、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］
　［０００５］
　複数のメッセージタイプへの複数の論理チャネルグループ識別子のマッピングを受信す
ることと、
　前記ＢＳＲにおいて示すための、前記マッピングにおける前記メッセージタイプに対応
する前記論理チャネルグループ識別子を前記複数の論理チャネルグループ識別子から選択
することと
　をさらに備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］
　［０００６］
　前記マッピングを受信することは、前記デバイスにおいて構成に記憶されたものから前
記マッピングを取得すること、または、前記基地局から前記マッピングを受信することの
うちの少なくとも１つを備える、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］
　［０００７］
　前記デバイスから前記基地局に前記マッピングを送信することをさらに備える、Ｃ５に
記載の方法。
［Ｃ８］
　［０００８］
　前記ＢＳＲは、前記複数のメッセージの各々についてのターゲットレンジ、ターゲット
伝送電力、ターゲット優先度、またはターゲットレイテンシのうちの少なくとも１つを含
む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　［０００９］
　前記ＢＳＲに少なくとも部分的に基づいて、前記複数のメッセージのうちの前記１つま
たは複数を前記１つまたは複数の他のデバイスに通信するためのリソース割振りを前記基
地局から受信することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
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　［００１０］
　前記複数のメッセージのうちの前記１つまたは複数を前記１つまたは複数の他のデバイ
スに通信することは、前記リソース割振りに基づいて、前記複数のメッセージのうちの前
記１つまたは複数を、サイドリンク通信を使用してユーザ機器（ＵＥ）またはアップリン
ク通信を使用して前記基地局のうちの少なくとも１つに送信することを備える、Ｃ９に記
載の方法。
［Ｃ１１］
　［００１１］
　ワイヤレス通信においてバッファステータスレポート（ＢＳＲ）を通信するための装置
であって、
　トランシーバと、
　前記トランシーバを介して送信するための１つまたは複数のメッセージを含むバッファ
を記憶するように構成されたメモリと、
　前記トランシーバおよび前記メモリと通信可能に結合された少なくとも１つのプロセッ
サと
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　前記バッファに記憶された複数のメッセージのうちの１つまたは複数を１つまたは複
数のデバイスに通信するための、前記複数のメッセージの各々のサイズを示すＢＳＲを生
成することと、
　　前記複数のメッセージのうちの前記１つまたは複数を前記１つまたは複数のデバイス
に通信するためのリソースを要求するために前記ＢＳＲを基地局に送信することと
　を行うように構成される、装置。
［Ｃ１２］
　［００１２］
　前記ＢＳＲは、前記バッファに記憶された前記複数のメッセージの数を示すインジケー
ションを含む、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１３］
　［００１３］
　前記ＢＳＲは、前記バッファに記憶された前記複数のメッセージの各々についてのメッ
セージタイプを含む、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１４］
　［００１４］
　前記ＢＳＲは、前記ＢＳＲにおいて論理チャネルグループ識別子を指定することに少な
くとも部分的に基づいて前記メッセージタイプを示す、Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ１５］
　［００１５］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　複数のメッセージタイプへの複数の論理チャネルグループ識別子のマッピングを受信
することと、
　　前記ＢＳＲにおいて示すための、前記マッピングにおける前記メッセージタイプに対
応する前記論理チャネルグループ識別子を前記複数の論理チャネルグループ識別子から選
択することと
　を行うようにさらに構成される、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ１６］
　［００１６］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記メモリにおいて構成に記憶されたものから前
記マッピングを取得すること、または、前記基地局から前記マッピングを受信することの
うちの少なくとも１つによって、前記マッピングを受信するように構成される、Ｃ１５に
記載の装置。
［Ｃ１７］



(25) JP 6859274 B2 2021.4.14

10

20

30

40

50

　［００１７］
　前記少なくとも１つプロセッサは、前記基地局に前記マッピングを送信するようにさら
に構成される、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ１８］
　［００１８］
　前記ＢＳＲは、前記複数のメッセージの各々についてのターゲットレンジ、ターゲット
伝送電力、ターゲット優先度、またはターゲットレイテンシのうちの少なくとも１つを含
む、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１９］
　［００１９］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＢＳＲに少なくとも部分的に基づいて、前記
複数のメッセージのうちの前記１つまたは複数を前記１つまたは複数のデバイスに通信す
るためのリソース割振りを前記基地局から受信するように構成される、Ｃ１１に記載の装
置。
［Ｃ２０］
　［００２０］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、サイドリンク通信を使用してユーザ機器（ＵＥ）
またはアップリンク通信を使用して前記基地局のうちの少なくとも１つに前記複数のメッ
セージのうちの前記１つまたは複数を、前記リソース割振りに基づいて、送信することで
、前記複数のメッセージのうちの前記１つまたは複数を前記１つまたは複数のデバイスに
通信するように構成される、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２１］
　［００２１］
　ワイヤレス通信においてバッファステータスレポート（ＢＳＲ）を通信するための装置
であって、
　バッファに記憶された複数のメッセージのうちの１つまたは複数を１つまたは複数のデ
バイスに通信するための、前記複数のメッセージの各々のサイズを示すＢＳＲを生成する
ための手段と、
　前記複数のメッセージのうちの前記１つまたは複数を前記１つまたは複数のデバイスに
通信するためのリソースを要求するために前記ＢＳＲを基地局に送信するための手段と
　を備える装置。
［Ｃ２２］
　［００２２］
　前記ＢＳＲは、前記バッファに記憶された前記複数のメッセージの数を示すインジケー
ションを含む、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２３］
　［００２３］
　前記ＢＳＲは、前記バッファに記憶された前記複数のメッセージの各々についてのメッ
セージタイプを含む、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２４］
　［００２４］
　前記ＢＳＲは、前記ＢＳＲにおいて論理チャネルグループ識別子を指定することに少な
くとも部分的に基づいて前記メッセージタイプを示す、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２５］
　［００２５］
　前記ＢＳＲは、前記複数のメッセージの各々についてのターゲットレンジ、ターゲット
伝送電力、ターゲット優先度、またはターゲットレイテンシのうちの少なくとも１つを含
む、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２６］
　［００２６］
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　ワイヤレス通信においてバッファステータスレポート（ＢＳＲ）を通信するためのコン
ピュータ実行可能なコードを記憶したコンピュータ読取可能な媒体であって、前記コード
は、
　デバイスにおいて、前記デバイスから１つまたは複数の他のデバイスに通信するための
、前記デバイスのバッファに記憶された複数のメッセージの各々のサイズを示すＢＳＲを
生成するためのコードと、
　前記複数のメッセージのうちの１つまたは複数を前記１つまたは複数の他のデバイスに
通信するためのリソースを要求するために前記ＢＳＲを基地局に送信するためのコードと
　を備える、コンピュータ読取可能な媒体。
［Ｃ２７］
　［００２７］
　前記ＢＳＲは、前記デバイスの前記バッファに記憶された前記複数のメッセージの数を
示すインジケーションを含む、Ｃ２６に記載のコンピュータ読取可能な媒体。
［Ｃ２８］
　［００２８］
　前記ＢＳＲは、前記デバイスの前記バッファに記憶された前記複数のメッセージの各々
についてのメッセージタイプを含む、Ｃ２６に記載のコンピュータ読取可能な媒体。
［Ｃ２９］
　［００２９］
　前記ＢＳＲは、前記ＢＳＲにおいて論理チャネルグループ識別子を指定することに少な
くとも部分的に基づいて前記メッセージタイプを示す、Ｃ２８に記載のコンピュータ読取
可能な媒体。
［Ｃ３０］
　［００３０］
　前記ＢＳＲは、前記複数のメッセージの各々についてのターゲットレンジ、ターゲット
伝送電力、ターゲット優先度、またはターゲットレイテンシのうちの少なくとも１つを含
む、Ｃ２６に記載のコンピュータ読取可能な媒体。
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